


News!

牛の生産管理アプリなどに高い関心
初の共催、北海道でファームノートサミット2017Winter 畜産生産部

　
全
農
が
出
資
し
、牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
や
Io
T
セ
ン
サ
ー
を
展
開

し
て
い
る
I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
F
N
H
D
社
）は
平
成
29
年
12
月
13
日
、北
海
道
帯
広
市
で「
フ
ァ
ー
ム

ノ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
7
W
i
n
t
e
r
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト

は
畜
産
・
農
業
だ
け
で
な
く
、

各
界
で
革
新
的
な
取
り
組
み
を

行
う
講
演
者
が
集
う
農
業
イ
ベ

ン
ト
で
、定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。第
8
回
と
な
る
今

回
は
初
め
て
全
農
が
共
催
し
、

全
国
各
地
か
ら
約
8
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
冒
頭
、F
 N 

H
D
社
の
小
林
晋
也
代
表
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

酪
農
・
畜
産
経
営
で
重
要
な
繁

殖
管
理
に
特
化
し
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
み
で
利
用
で
き
、小

規
模
生
産
者
で
も
よ
り
簡
単

に
活
用
で
き
る
生
産
管
理
ア
プ

リ「Farm
note Breed

」の

利
用
開
始
や
、全
農
が
開
発
段

階
か
ら
協
力
し
た
発
情
発
見
セ

ン
サ
ー「Farm
note Color

」

の
酪
農
つ
な
ぎ
飼
い
へ
の
対
応

（
実
証
試
験
段
階
）を
発
表
し
ま

し
た
。そ
の
後
は
繁
殖
管
理
や

H
A
C
C
P
/
G
A
P
へ
の
取

り
組
み
、地
方
創
生
や
ブ
ラ
ン

ド
確
立
へ
の
挑
戦
な
ど
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

来
場
者
の
関
心
を
集
め
ま
し

た
。

News!

「枯
こ

露
ろ

柿」、「あんぽ柿」でトップセールス
地元市場から情報発信 山梨県本部

　
山
梨
県
本
部
は
J
A
グ
ル
ー
プ
山
梨
と
し
て
平
成
29
年
12
月
15
日
早

朝
、甲
府
市
の
地
方
卸
売
市
場
で「
枯
露
柿
」、「
あ
ん
ぽ
柿
」の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
山
梨
県
、甲
府
市
、山
梨
県
農
畜
産
物
販
売
強
化
対
策
協

議
会（
關
本
得
郎
会
長
）と
と
も
に
開
催
し
、こ
れ
を
皮
切
り
に
、地
元

市
場
か
ら
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、

出
荷
ピ
ー
ク
期
を
迎
え
た
冬
の

県
産
果
実「
枯
露
柿
」と「
あ
ん

ぽ
柿
」の
県
内
外
で
の
消
費
拡
大

や
贈
答
品
と
し
て
よ
り
一
層
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
後
藤
斎
山
梨
県
知
事

を
は
じ
め
、樋
口
雄
一
甲
府
市

長
、關
本
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

県
議
会
議
員
や
県
農
政
部
長
、

J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
、J
A
ふ

え
ふ
き
、J
A
こ
ま
野
の
組
合

長
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
關
本
会
長
は「
山
梨
県
産
の

枯
露
柿
・
あ
ん
ぽ
柿
を
年
末
商

品
、贈
答
品
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
、農
家
の
所
得
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
は
試
食

会
が
開
か
れ
、市
場
関
係
者
、買

参
人
ら
が
今
年
の
味
を
確
か
め

た
後
、せ
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
別
の
会
場
で
は「
生
産
状
況

及
び
市
場
情
勢
に
つ
い
て
」、産

地
・
市
場
・
店
舗
と
の
市
場
流

通
や
販
売
拡
大
に
向
け
た
意
見

交
換
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

山梨県産の枯露柿、あんぽ柿活用を呼び掛け
る關本会長

試食で枯露柿、あんぽ柿の味を
確認する市場関係者

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
牛
の
発
情
兆
候
を
確

認
で
き
る「Farm

note Breed

」

牛
の
首
に
つ
け
る
発
情
発
見
セ
ン
サ
ー

「Farm
note C

olor

」
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News!

News!

売れる陳列の演出とは

軽くて使いやすい刈払機が登場！

定休日のJA直売所で実地研修

JAオリジナル刈払機「草刈りPEACH」

神奈川県本部

生産資材部

　
神
奈
川
県
本
部
農
産
総
合
課
は
、直
売
所
の
利
用
客
が
増
加
す
る
12
月

6
日
、Ｊ
Ａ
直
売
所
の
売
り
場
づ
く
り
を
学
ぶ「
販
売
促
進
対
策
研
修
会
」

を
開
き
、Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
の
店
長
、ス
タ
ッ
フ
ら
37
人
が
参
加
し
ま
し

た
。（
一
社
）農
協
流
通
研
究
所
の
望
月
章
史
講
師
は
、売
り
場
の
陳
列
次

第
で
購
入
点
数
や
再
来
店
客
数
が
増
減
す
る
と
説
明
、「
見
や
す
く
、選
び

や
す
く
、取
り
や
す
い
」陳
列
手
法
を
、全
国
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
な
ど
の
売
り

場
写
真
を
例
示
し
紹
介
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
刈
払
機「
草
刈
り
P
E
A
C
H
」（
M

 

B

 
2
 
2
 8 

P
|
J
A
）2
月
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
農
産
物

直
売
所「
朝
ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪

成
田
店
」の
協
力
で
、定
休
日

の
売
り
場
や
販
売
棚
を
使
い
、

参
加
者
全
員
で
効
果
的
な
陳
列

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。利
用

　
こ
の
機
械
は
昨
年
発
売
し

た
J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
動
噴（
き
り
ひ
め

P
E
A
C
H
）
に
続
く
、J
A

オ
リ
ジ
ナ
ル
小
型
農
機
の
第
2

弾
で
す
。「
安
心
し
て
快
適
に

作
業
が
で
き
る
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
の
も
と
、軽
量
か
つ
使

い
や
す
い
刈
払
機
と
な
っ
て
い

客
の
導
線
や
目
線
、値
ご
ろ
感
、

季
節
感
な
ど
を
意
識
し
た
陳
列

方
法
な
ど
を
望
月
講
師
が
助
言

し
ま
し
た
。

　
朝
ド
レ
フ
ァ
〜
ミ
♪
成
田
店

の
黒
柳
勇
副
店
長
は「
陳
列
の

基
本
知
識
に
つ
い
て
、

店
舗
ス
タ
ッ
フ
皆
で
意

見
を
出
し
な
が
ら
勉
強

で
き
て
良
か
っ
た
。利

用
者
を
飽
き
さ
せ
な
い

売
り
場
づ
く
り
や
陳
列

方
法
を
再
考
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
望
月
氏
は「
新
鮮
な

地
場
野
菜
と
心
地
よ
い

接
客
に
満
足
す
れ
ば
、

再
来
店
に
つ
な
が
る
。

接
客
次
第
で
次
年
度
の

来
店
者
数
や
生
産
者
手

取
り
が
ア
ッ
プ
す
る
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
す
。

　
振
動
や
肩
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
新
開
発
の
肩
掛
け
バ
ン
ド

（
カ
タ
楽
バ
ン
ド
）を
標
準
装

備
。ま
た
、安
定
し
た
姿
勢
で

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
シ
ャ
フ

ト
や
刈
り
刃
の
角
度
を
変
更
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、ラ
ベ
ル
の

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
で
、全
農
女
性
職
員
に
よ
る

使
い
方
の
動
画
を

視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
・

使
い
や
す
さ
を
重

視
し
た
Ｊ
Ａ
オ
リ

ジ
ナ
ル
刈
払
機

「
草
刈
り
Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ
」。
お
問
い

合
わ
せ
は
お
近
く

の
J
A
農
機
セ
ン

タ
ー
ま
で
。

「見やすく、選びやすく、取りやすい」、売れる陳列のポイントを望月講
師（左）が助言

使い方の動画は
こちら
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一
方
、平
成
25
年
か
ら
は
地

場
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
に
、Ｊ
Ａ
管
内
の
地
場

産
農
産
物
を
使
っ
た
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド「
ム
ー
ち
ゃ

ん
’s
キ
ッ
チ
ン
」の
商
品
を
開

発
し
、現
在
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ

や
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
冷
凍

ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
七
つ
の
商
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

2018 1.29 vol.830

ＪＡ東京むさし
（東京都）

概要 平成２９年3月31日現在
正組合員数 　　  ３２４７人
准組合員数    ２万４９８４人
職員数 　　　　　　　　５１５人
販売品取扱高     ７億３千万円
購買品取扱高     ７億３千万円
貯金残高 　　　  ４８９０億１千万円
長期共済保有高    ７４５３億４千万円
主な農畜産物 　　ダイコン、キャベツ、
　　　　　ジャガイモ、ブルーベリー、
　　　　 キウイフルーツ、ウド　　

都
市
農
業
の
特
徴
を
生
か
し

販
売
力
強
化
で
農
家
所
得
増
大

埼玉県

山梨県

東京都

神奈川県

農
産
物
の
販
売
先
が
広
が
り

ま
し
た
。平
成
29
年
11
月
か
ら

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
6
店
舗

で
販
売
す
る
農
産
物
の
買
い
取

り
を
ス
タ
ー
ト
。全
量
買
い
取

り
で
生
産
者
は
売
れ
残
り
の
心

配
が
な
く
出
荷
で
き
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

　
販
路
の
拡
大
で
消
費
者
が
地

野
菜
、果
樹
、花
、植
木
、畜
産

な
ど
農
業
形
態
は
多
種
多
様

で
、限
ら
れ
た
農
地
で
少
量
多

品
目
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ａ
で
は
都
市
農
業
の
特

徴
を
生
か
し
た
販
売
力
強
化

で
、農
業
者
所
得
の
増
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
長
期
基
本

計
画
を
基
に
管
内
各
市
に
あ
る

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

５
店
舗
を
拠
点
と
し
た
販
売
力

強
化
を
進
め
、販
売
専
任
担
当

課
長
を
配
置
し
、新
規
販
路
の

開
拓
を
進
め
ま
し
た
。新
た
な

販
路
と
し
て
地
域
の
学
校
給
食

事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
病
院
、ホ

テ
ル
、飲
食
店
な
ど
、地
場
産

　
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
管
内
は
、

都
市
農
業
の
特
徴
で
あ
る
生
産

者
と
消
費
者
の
距
離
が
近
く
、

場
産
農
産
物
を
買
う
機
会
を
増

や
し
、販
売
力
の
強
化
を
図
り
、

需
要
に
対
応
し
た
供
給
を
維
持

発
展
す
る
た
め
生
産
力
強
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、農

産
物
の
高
付
加
価
値
化
と
し
て

Ｊ
Ａ
管
内
が
栽
培
発
祥
の
地
で

あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
軟
白
ウ

ド
の
伝
統
野
菜「
東
京
う
ど
」、

果
肉
が
黄
色
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ「
東
京
ゴ
ー
ル
ド
」な
ど
特
産

化
を
進
め
、有
利
販
売
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
都
内
産
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
の
高
糖
度
キ
ャ
ベ
ツ

「
東
京
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ベ
ツ
」を

Ｊ
Ａ
が
積
極
的
に
生
産
者
へ
推

奨
し
、平
成
28
年
度
か
ら
試
験

的
に
栽
培
を
開
始
。12
〜
１
月

の
出
荷
を
目
指
す
こ
と
で
端
境

期
対
策
と
高
付
加
価
値
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

販
路
拡
大
の
拠
点
と
な
る
管
内
各
市

に
あ
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

直
売
所
を
拠
点
に

新
た
な
販
路
を
開
拓

地
場
産
農
産
物
生
か
し

Ｐ
Ｂ
商
品
を
次
々
開
発

新たな販売先に納品するＪＡ職員

地場産農産物を使った加工品
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と
に
よ
り
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

を
な
く
し
、集
品
ミ
ス
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
段
階
で
は
、Ｄ
Ａ
Ｓ
を
活
用

し
た
農
薬
集
品
は
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
だ

け
で
す
が
、今
後
は
、県
域
物
流

が
稼
働
し
て
い
る
他
の
3
Ｊ
Ａ

に
も
拡
大
し
、Ｄ
Ａ
Ｓ
を
最
大
限

活
用
し
た
運
用
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
県
内
で
は
、県
域
物
流
の
未
実

施
Ｊ
Ａ
が
3
Ｊ
Ａ
あ
る
こ
と
か

ら
、物
流
実
態
調
査
を
も
と
に
物

流
改
革
構
想
の
提
案
と
、必
要
に

応
じ
て
拠
点
を
設
置
し
、物
流
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
取
り

巻
く
環
境
が
一
層

厳
し
く
な
っ
て
い

る
な
か
、岐
阜
県

本
部
で
は
引
き

続
き
物
流
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
基

本
に
、Ｊ
Ａ
・
全

農
・
関
連
会
社
が

一
体
と
な
り
、県

内
全
域
で
の
農
家

戸
配
送
を
受
託

し
、担
い
手
へ
出
向
く
体
制
を
強

化
、生
産
資
材
価
格
の
低
減
お
よ

び
Ｊ
Ａ
の
経
済
事
業
の
収
支
改

善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

岐阜県本部

物
流
拠
点
設
置
し
、
戸
配
送
を
受
託

　
岐
阜
県
本
部
は
平
成
16
年
度

に「
県
域
物
流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、県
内
全
域
で
の

　
県
内
の
物
流
拠
点
は
、平
成
13

年
に
Ｊ
Ａ
ひ
だ（
飛
騨
物
流
セ
ン

タ
ー
）、平
成
18
年
に
Ｊ
Ａ
ひ
が

し
み
の
・
Ｊ
Ａ
と
う
と（
東
濃
物

流
セ
ン
タ
ー
）に
加
え
、平
成
29

年
11
月
に
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ（
岐
阜
西
濃

物
流
セ
ン
タ
ー
）が
稼
働
し
、3

拠
点
4
Ｊ
Ａ
で
、農
家
戸
配
送
比

率
は
50
％
を
超
え
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
の
農
家
配
送
件
数

は
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、集
品

の
ミ
ス「
ゼ
ロ
」を
目
指
し
、各

務
原
流
通
セ
ン
タ
ー
に
、デ
ジ
タ

ル
ア
ソ
ー
ト
シ
ス
テ
ム（
以
下
、

Ｄ
Ａ
Ｓ
）を
新
規
に
導
入
し
ま
し

た
。

　
Ｄ
Ａ
Ｓ
は
簡
易
式
集
品
支
援

装
置
で
、予
約
時
期
の
膨
大
な
集

品
を
少
数
の
人
員
で
こ
な
す
こ

農
家
戸
配
を
目
指
し
、物
流
拠
点

の
設
置
と
Ｊ
Ａ
物
流
業
務
の
受

託
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
薬
の
集
品
ミ
ス「
ゼ
ロ
」へ

新
規
シ
ス
テ
ム
を
導
入

2018 1.29 vol.830

県
内
全
域
で
の
受
託
へ

実
態
調
査
も
と
に
提
案

新規システムのDAS集品作業

岐
阜
西
濃
物
流
セ
ン
タ
ー
で
戸
配
送

車
両
へ
の
積
み
込
み

【岐阜県内の物流取り組み状況】

飛騨物流センター

各務原流通センター

東濃物流
センター

■：県域物流実施JA
■：29年度新規取り組み JAぎふ
●：物流拠点
▲：流通センター

岐阜西濃物流センター
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